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ＬＤの子どもの児童期に多く見られる二次障害の一つ

に劣等感がある．他の人と比べて自分ができない，だ

めだという気持ちを持ってしまいがちで，大人になる

までそこから抜けきれない人も多い（牟田1996）と

いう．

本研究の対象児は，ＬＤの診断を受けており，学習

につまずきがあること等から日常生活に不安を抱えて

いた対象児は，消極的で自分から人に話しかけるの

が苦手なこともあり，特に人間関係への不安が大き

かった．

1．問題と目的

1．学習障害の二次障害

特殊教育から特別支援教育の流れの中で，学習障害

(以下LD）等の発達障害のある児童生徒に対する支援

が求められている．文部省（2008）はＬＤ等の発達障

害のある児童生徒に対して積極的に対応しようとして

きたＬＤとは「基本的には全般的な知的発達に遅れ

はないが，聞く，話す，読む，書く，計算する，又は

推論する能力のうち特定のものの習得と使用に著しい

困難を示すざまざまな状態を指すものである」と定義

されている（文部省,1999)．しかし，多くの発達障害

のある子が適切に対応されておらず，例えばＬＤの子

どもが，学習のつまずきが原因ではあるが対応されな

いための結果として，自己肯定感や効力感の低下や，

対人関係のトラブル等の二次障害が生じることが多い

発達障害の二次障害とは，「時間経過の途上で出

会った外傷的な経験や対人交流から与えられた数ある

痕跡のうち，精神障害の診断にあてはまるもののこ

と」であり，「子どもと環境との相互作用の結果とと

らえるべき」であると斉藤（2009）は指摘している．

2．発達障害のある子どもへの動作法

動作法は，心理療法の一つとして脳性まひによる肢

体不自由の改善のための動作訓練として開発きれ，そ

の後様々な障害を持つ人に適用きれてきた（成瀬，

2000)．

これまで，脳性まひや自閉症，知的障害等に対し動

作法を適用し，姿勢や動きに効果のあった事例（干川，

1987;香野，l998等）や，コミュニケーションや対人

関係に効果があった事例（森崎2002;藤田2007等）

が報告されてきた．ここでは，対人関係に効果のあっ

た二つの事例を紹介する．
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森崎（2002）は，動作法の適用によりことばを発

するようになった自閉症児の事例からそのコミュニ

ケーション行動の変容過程を整理した．その結果，コ

ミュニケーション行動の発達に，①導入（孤立的状態，

他者への応答)，②他者意図の理解，③自己一他者関

係の成立，④三項関係の成立，の４つのステージがあ

ることを提示した藤田（2007）は，自閉症児を対

象に動作法を行い，動作法が他者を意図的・情動的主

体として理解し始めるきっかけになり，共同注意の開

始の発達を促し得ること，また「他者と関わりたい」

という情動的側面の発達にも影響を及ぼす可能性があ

ることを示唆した．

このように脳性まひ等の肢体不自由の動作の改善

のために開発きれた動作法ではあるが，自閉症等の発

達援助法としての成果が実証されてきた．

さらに最近では特別支援教育の流れの中で，発達障

害のある子どもに対して動作法を適用しその効果が

報告きれるようになってきた（竹下・大野，２００２；井

上,2007等）竹下･大野（2002）はＡＤＨＤ児を対象に

動作法を適用した結果，児童がセラピストと共同作業

で取り組む様子が見られるようになり，スムースな他

者交流が見られるようになったことを報告している．

井上（2007）も，ＡＤＨＤ児を対象に行った動作面接

を通して，対人関係に困難がある発達障害児にとって，

他者と何か共同作業をやり遂げていく楽しさや達成感

を持てることは，動作面接を支える大切な経験の一つ

になるのではないかと述べている．

このように，ＡＤＨＤに対しての動作法の効果は報

告きれているが，ＬＤについては報告されていない

しかし，他の障害に対する効果の報告や，佐藤

(1992）のＬＤ児への動作法の適用がより高次な認知

活動を要する課題学習の促進とも関連をもつ可能性が

あることを示唆したという指摘から，ＬＤに対しても

動作法の効果が期待される．また，成瀬（2000）の

｢猫背で落ち着きのなかった子で，その姿勢が変わっ

て真っ直ぐになったら落ち着きが出てきて，やる気に

なり，勉強も進んで成績が上がった」という例からも，

身体の動きや姿勢の偏りが改善されることで，自信が

ついたり，積極的になったりと，心理面にも良い影響

があるといえる．

これらのような先行研究から，動作法はＡＤＨＤ等

の発達障害の子どもたちにとっても，効果的な心理療

法であるといえる．先行研究でＬＤ児についての報告

が少ないことから，本研究では，ＬＤ児の事例につい

て取り組むこととした．

シヨンキヤンプの効果について，多くの報告がされて

いる（干川，1987；竹下・大野，2002など)．安好

(1979）によると，現在「心理リハビリテイシヨン

キャンプ」と呼ばれているものは，もともとは脳性ま

ひ児を対象にある期間，一定の場所で動作訓練を行い，

同時に動作訓練の効果を最大限に生み出せるような活

動を組み込んだ方法の「集団集中訓練」が始まりであ

り，動作訓練，集団療法，生活指導，母親相談，ト

レーナー・トレーニング，動作研究の６つを目的とし

ている．キャンプ抜きの動作訓練というものは考えら

れないほどに，心理リハビリテイションの発足以来，

当然の前提としてキャンプ方式はその最も基本的な訓

練のための条件である（成瀬,1987)，と考えられてき

た．

現在全国各地で実施きれている心理リハビリテイ

ションのキャンプは，やすらぎ荘（福岡県）で実施さ

れてきた－週間キャンプがモデルとなっている（大神，

1987)．成瀬（1987）は，キャンプの最も大きな特徴

は「マン・ツウ・マン方式による動作訓練そのものと

集団活動を基本とするキャンプ方式の二つを車の両輪

としてうまく組み合せながら，最大限の訓練効果を収

めようとしているところ」にあるという．

このように心理リハビリテイションキャンプでは，

動きの改善だけでなく集団療法も含めたトータルな心

理療法のアプローチであるということができる．－週

間キャンプにおける事例についても，肢体不自由につ

いては枚挙にいとまはないが，最近になってＡＤＨＤ

等の発達障害のある子に対しての変化も報告されるよ

うになってきた干川（1987）は，かろうじて座位

のとれる脳性まひ児に対して一週間キャンプで動作訓

練を行った結果，膝立ち位を１０秒間保持できるよう

になったということを報告している．竹下･大野

(2002）は，リタリンを服用していない時に場面にそ

ぐわない時に行動面の問題があったＡＤＨＤ児を対象

に５泊６日のキャンプで動作法を適用した結果，服薬

していない時でも落ち着いた行動を示し，スムースな

他者交流が見られるようになったことを報告している．

以上より，本研究では，ＬＤと診断きれ，学習につ

まずきがあること等から自信がなく，日常生活に不安

を抱えており，消極的で自分から人に話しかけるのが

苦手なＡ児に及ぼす，心理リハビリテイションキャン

プの効果について検討することにした．

Ⅱ方法

3．心理リハビリテイションのキャンプ

さまざまな障害を対象に行った心理リハビリテイ

1．対象児

対象児は，Ｂ小学校に通う小学校６年生の女児（以
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下Ａ児）であった小学５校年生の時に学習障害と，

発達性協調運動障害の診断を受けていたＡ児は通常

の学級に在籍しているが，特に算数での学習につまず

きが目立つ．学力の達成レベルにおいてＡ児は，国語

は学年相応であるが，算数は「量と測定｣，「図形」の

領域が２年生，「数と計算｣，「数量関係」の領域が3年

生と，２学年以上の遅れが見られた．心理検査WISC-

Ⅲの結果は，ＦＩＱが７６と境界の域にあった．また，

VIQが９１，ＰＩＱが６４であり，認知的アンバランスさ

を伴っていた．

Ａ児は帰宅後に頭痛・腹痛等の体調不良を訴えるこ

とが多かった人見知りで，話しかけたい気持ちが

あっても，自分から他の人に話しかけることがなかな

かできなかった．ゆっくりと話ができ，ペースを合わ

せてもらえると打ち解けることができた来年に中学

校入学を控えているが，少し消極的なこともあり，友

人関係等にも不安を感じているようであった

また，猫背で姿勢が悪く，座っている時も背中が丸

まっていた．本人の話では，「運動会で組体操をして

から，肩や腰が痛いことがある」ということであった

頑張りすぎてしまうことが多く，疲れてやる気がなく

なってしまうとぼ－つとすることがあった．

保護者からの願いは，自信をつけること，姿勢を良

くすることであったまた，－週間キャンプには今回

のキャンプで２回目の参加であった

合った，必要な緊張（成瀬，1988）を持って課題に取

り組むことで，日常生活での不安を持たず，自信を

持って過ごせるであろうと考えた

以上の保護者の願いと見立ての様子から，①自信を

つける，②リラックスできるようになる，③猫背にな

らずにきれいな姿勢をとることができる，という３つ

の目標を立てた．

3．手続き

(1)キャンプの手続きと構造

キャンプの期間：Ｘ年８月

キャンプの場所：Ｃ県Ｄ郡にある宿泊研修施設

キャンプの構造：クライエント（以下，トレー

ニー）をセラピスト（以下，トレーナー）が期間を通

して個別に担当した．動作法のセッションは１日３回

が設定きれ，集団療法，生活指導，親面接等が期間中

に並行して行われたまた，各班にはスーパービジョ

ンを行うスーパーバイザー(以下，ｓｖと略記）がおり，

トレーナーとトレー二戸は４～５名ずつ班に分けられ

た．筆者はＡ児のトレーナーとしてＡ児に関わった

(2)各目標に対する手続き

l）自信をつける

トレーナーは，Ａ児本人の動きが出るのを待って課

題にじっくりと取り組み，できたらしっかりほめるこ

とにしたざらにできたら「じゃあ，次はもっと難

しくしようか」と言って，Ａ児が難易度を意識できる

ようにしながら課題の難易度を上げていくこととした．

またトレーナー以外の人にも自分から話しかける

ことができるようになるために，慣れるまではトレー

ナーが仲介をして，セッション中はたくさんの人と押

し相撲をしたり，セッション以外の場面でもいろんな

人と話ができる機会を作ったりするようにした

2）リラックスできるようになる

トレーナーは，肩の上げ下げや前後に動かす課題等，

肩まわりを中心に弛めるように援助した．日常生活の

緊張した場面で自分で気持ちをコントロールして落ち

着けるようになるために，適切な緊張感を持って自分

で動かすように促した．

3）猫背にならずにきれいな姿勢をとることができる

背反らせや躯幹のひねりで３．４番を弛めてから，あ

ぐら座位で前屈をし，背中をまつすぐにしたまま身体

を起こすという軸づくりの課題を行うこととした．

2．インテーク時の見立て

Ａ児は猫背で姿勢が悪く，あぐら座をしている時も

胸（ボディダイナミクス票の番号で３番）が屈になっ

ており，背（4番）にかたさが見られた普段の生活

でも不安や自信のなさから，背中を丸めてしまってい

ると考えた．自信がつけばきれいな姿勢をとりやす

くなるのではないかと考えた．

また，トレーナーがＡ児の前でモデルを示すだけで，

身体を支えなくても，大体は自分で動かすことができ

た．しかし，Ａ児は肩の上げ下げの課題では左右の位

置が違ったまま動かすことがあった．普段の生活でも，

不安等によって気づかないうちに身体に力が入ってお

り，その不安が動作法の場面での姿勢や身体の歪みと

して現れていると考えられた片方の肩が上がってい

る時，トレーナーが「もう少し下ろせる？」と言って

待っていると，援助が無くても自分でしっかり下ろす

ことができた．躯幹のひねりでは，トレーナーが

｢こっちだよ」と肩に手を置いて抜くべき方向を示す

だけでしっかり弛めることができた．

これらのことから筆者は，援助を受けながら自分で

身体を弛める体験をすることによって，自分の人や物

への構えとしての自分の身体や緊張に気づき。状況に

Ⅲ結果

表ｌにはセッション中に取り組んだ主な動作課題の

推移を記している．
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表Ｌ主な動作課題の推移（◎重要課題○課題）

課題 ３日目４日目５日目６日目1日目

目日
○
○
。
◎

２

腕上げ

足のふみしめ

手首の曲げ伸ばし

足首の曲げ伸ばし

身体を床につける

腰のひねり

脱力

仰臥位

○
○

○

○

○○

側臥位 躯幹のひねり

腰の上げ下げ

◎ ◎ ○
○
○

あぐら座位 肩の上げ下げ

肩の開閉

前屈

背そらせ

軸づくり
。
◎

○
○
。
○
◎

○
○
○
○
◎

○
○
。
◎
◎

○
○
○
○
○

○
◎

○

◎ ◎膝立ち ◎重心移動

腰まわし

○

○
○

片膝立ち 足の曲げ伸ばし

前後の重心移動

○

○

立位 ○○ ○ふみしめ

んだよ」と声をかけながらもう少し弛むのを待ってい

ると，トレーナーが方向を示すだけでＡ児自身で弛め

ることができた．リラックス体験ができたためかＡ

児は眠くなっていたようであった．

(2)１日の変化

Ａ児は初めおとなしかつたが，トレーナーと一緒に

課題に取り組みながらゆっくりと話をしていく中で，

次第に話をしてくれるようになった．４日目の集団療

法での発表の係に意欲を示しており，自由時間にもト

レーナーとその話をしていた

ＳＶからは，－つひとつの課題にじっくり取り組む

こと，Ａ児の動きに合わせて少しずつ課題の難易度を

上げ，できた時にしっかりほめること，という助言が

あった．

以下，①１日の変化と②キャンプでの変化を報告す

る．１日の変化については，セッション中，特に課題

に取り組んでいる様子を記した「セッション中の変

化」と日常生活の全体の様子を「］日の変化」とに分

けて報告する．キャンプが進むにつれて，周りの人に

対するＡ児の関わり方がどのように変化したかについ

ては，「Ａ児の他のトレーナー・サブトレーナーヘの

接し方」としてｌ～３日目までを前半，４～６日目ま

でを後半として報告する．

１．１曰目

(1)セッション中の変化

1）肩を前後に動かす課題

あぐら座位で肩を前後に動かす課題は，Ａ児自身で

動かすことができるので，トレーナーが支えて一緒に

動かすのではなく，対面して同じ動きをするように声

をかけた動かす時に肩が下がってしまうことがあっ

たが，「もう少しだよ」と声をかけながら待っている

と，Ａ児自身でしっかり動かすことができていた．

2）躯幹のひねり

側臥位でトレーナーがＡ児の肩に手を置きながら躯

幹部の力を抜いていくという躯幹のひねり課題は，Ａ

児自身も得意だと言っており，スムーズに取り組むこ

とができたＡ児はもともと身体が柔らかいので，肩

はすぐ床につきそうになるが，トレーナーが「だら－

２．２曰目

(1)セッション中の変化

l）躯幹のひねり

トレーナーが「レベルアップ」と声をかけながら，

側臥位での躯幹のひねりで，腕を下ろす場所を少しず

つ変えて難易度を上げながら行った．左右３回ずつト

レーナーと一緒に取り組んだ後．主導型リラクセー

ション（大野，2005）を導入し，少しずつトレーナー

の身体的援助を減らしていった最後の方はトレー

ナーが「自分です－つと抜いてみて」と声をかけると，
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Ａ児自身で力を抜くことができた．

2）手首・足首の曲げ伸ばし

力を思い切り入れてから力を抜かせるというＴ－Ｒ弛

緩法を用いて行った．トレーナーが「力入れて＿」と

声をかけると，Ａ児は一生懸命に力を入れることがで

きた「はいだら－ん」とトレーナーが言って，自

分の身体が弛んでいく過程が分かることがおもしろい

のか，ただ力を抜くだけの課題よりもＡ児は楽しんで

いるようだった．

(2)１日の変化

’日目は食事の残す量が多かったが,２日目は食べる

前に量を減らし，ついだ分は残さず食べられるように

なった.好きなものはおかわりをするがそれ以外のも

のは残すことが多かったので，「はい，もう－口」と

言って少しずつ食べるよう促すと，食べることができ

たトレーナーが「いいね」と声をかけながら食べる

ことで，楽しんで食べているようだった

ＳＶから，課題のバリエーションが必要だというこ

と，明日からは膝立ち位での課題に取り組むこと，と

いう助言があった．

なければならないことは分かっているが，課題をした

くないようだった．トレーナーは，セッションがつま

らないのかと心配していたが，セッションの途中や昼

寝の時間にＡ児が「足が痛い」「身体が痛い」と伝え

てくるようになった．少し頑張りすぎていたようだっ

たまた，セッション中にも「今の気持ちよかった」

や「脱力して」等と言ってくるようになった．これら

のことから，トレーナーに対して無理せず自分の要望

をきちんと伝えられるようになってきており，少しず

つトレーナーを信頼し始めているようだった．

ＳＶからは，体調の変化と合わせて感情の変化にも

気をつけるようにと助言があった．

4．前半（1～３曰）のＡ児の他のトレーナー，サブ

トレーナーへの接し方

トレーナーや同じ班の人には話しかけるようになっ

たが，他の班のトレーナー，サブトレーナーに自分か

ら話しかけることは少なかった．また，話す時は聞か

れたことにうなずくことが多くト全体的に声も小さ

かった．

日にちがたつにつれて，「○○先生っておもしろい

よね」等，他の人に興味を持ち，話をしてみたそうな

様子が見られるようになったが，まだ自分から話しか

けることはなかった．他のトレーナー，サブトレー

ナーに話しかけたいことを，トレーナーに向かって話

をしてくるようになったトレーナーに仲介してほし

いのかと思い，トレーナーが「○○先生に言ってみな

よ」と促すと，恥ずかしそうにしていたが何回か促す

と言えるようになってきた．しかし，声が小ざいため

に相手に聞こえないこともあった．そのような時は，

そのトレーナーを呼びとめたりしてトレーナーが手伝

うことで話すことができていた．

３．３曰巨

('）セッション中の変化

l）膝立ち位

ふらふらしないで膝立ちするようにＡ児に促すが，

まつすぐに立とうとしているからか，Ａ児は立ってい

る時に左右のどちらかによってしまっていた．上体を

まつすぐに保持したまま左右の膝に重心をのせるとい

う重心移動を行ったところ，トレーナーの支えがあれ

ば腰が流れることなくギュッと止めることができた．

しかし，何回か繰り返しても，トレーナーが手を離す

と，Ａ児’人ではまだ左右のどちらかに寄ったり，ふ

らふらしたりしていた．

2）躯幹のひねり

前曰のｓｖの助言を参考にバリエーションを増や

すため，腕の位置を変えたり，Ｔ－Ｒ弛緩法を用いたり

した.トレーナーが，Ａ児が弛むのを待ってじっくり

取り組むことを意識して行うと，Ａ児も弛んでいるの

を実感しているようで，「気持ち良い」という発言が

出るようになった．

(2)１日の変化

’セッション目は元気で，多くの課題に取り組むこ

とができた．トレーナーが，他のトレーナーやサブト

レーナーにも声をかけて一緒にほめることで，Ａ児も

嬉しそうだった２セッション目からは，Ａ児は取り

組む態度に波があり，「休憩」と言って休むことが多

くなってきた．休憩しているときにｓｖが来ると焦っ

たように動き出すこともあったので，セッションでし

５．４曰目

(1)セッション中の変化

l）膝立ち位

膝立ち位で左右に重心を移動する課題を行なうと，

トレーナーの支えが無いと，Ａ児はふらふらしていた．

重心を気にしているからか下を向いてしまうことが

多かったので，目線を上げて，腰だけを動かすように

トレーナーが声をかけたＡ児は少しずつ目線を前に

向けるようになってきた

2）軸づくり

あぐら座位での軸づくりでは，３日目までは４番の

屈が気になっていたが，だいぶん伸びており，トレー

ナーから見てほとんど気にならなくなってきたする

と次は腰（5番）が落ちているのが気になるように

なってきた５日目は,５番を動かす課題にも取り組む
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こととした．

(2)１日の変化

Ａ児は，集団療法の朝の集いで発表する係だった

発表直前まではりきって準備，練習をしていたが，そ

の日は都合で場所がいつもと違うことで，緊張が増し

てしまったようだった．Ａ児は待機場所から発表場所

までは頑張って出たが，注目されていることを意識し

て顔を上げることができず，話すことのできないまま

泣き出してしまったＡ児は一言も話すことができず

に泣き続けていたＡ児は，待機場所に戻ってからは

朝の集いが終わってもしばらく下を向いたまま，動か

なかった．あまり声をかけるのも逆効果かもしれない

と思い，トレーナーは見守るだけであったしばらく

するとＡ児は自分で立ち上がり，訓練室に戻ることが

できた．トレーナーが声をかけすぎないようにしたこ

とで，Ａ児は自分で気持ちを切り替えてセッションに

入ることができた．

４日目の夜のお楽しみ会では，朝の集いで泣いてし

まったので，Ａ児がみんなの前に出るのは負担になら

ないかとトレーナーは心配していたが，Ａ児は班ごと

に前に出る場面でしっかりとみんなの方を見て立つこ

とができていた．

また，集団療法の海水浴の時間には，海に入るのが

好きではないということで３日目までは砂浜で遊び海

に入っていなかったが，最終日だということや他のト

レーナーと一緒に話せるようになってきたこともあり，

自分からどんどん海に入っていた．Ａ児は他のトレー

ナーにも積極的に話しかけることができており，とて

も楽しんでいるようだった

ＳＶから５日目は得意な課題に多く取り組み，Ａ児

が「やった」と達成感を感じられるようにしよう，と

の助言があった．

た．

(2)１日の変化

セッション以外の場面では，座っている時につい４

番が屈になってしまうことがあったが，「はい，しや

き－ん」とトレーナーがまっすぐするように声をかけ

ると，少し４番を支えておくだけでまっすぐすること

ができた．Ａ児自身が，猫背にならずにきれいな姿勢

の感覚をつかめてきたようだった

セッションの合間にちょっと休憩する時もトレー

ナーがＡ児の背中を押したりくすぐったりすることで，

Ａ児も笑顔で楽しい雰囲気のまま課題に取り組むこと

ができていた

セッション中も，トレーナーやｓＶが「できる？」

｢やってみる？」と声をかけると，「やってみる」と

言って積極的に取り組むことができていた．

また，食事を減らす量がとても減ってきた．トレー

ナーだけでなく他の班のトレーナーにもほめられるこ

とが嬉しいようで，頑張って食べて，自分から「○○

先生見て，こんなに食べたよ」と見せに行くように

なった．

７．６曰目

(1)セッション中の変化

l）軸づくり

あぐら座で位の軸づくりを，５番を中心に背反らせ

をしてから行ったところ，引けていた腰をまっすぐ保

持できるようになった．起こす時も，あまり時間をか

けずにまつすぐに起こすことができるようになってき

た最後のほうは，トレーニーがトレーナー役となっ

てＡ児がトレーナーを援助した自分が援助をする側

を体験することで，Ａ児はこれまでやっていた動きを

実感できたようだった．

2）膝立ち位

膝立ち位での重心移動は，前日に「ぎゅっ」と止ま

るのを何回も確認していたので，トレーナーの支えが

無いと少しふらつくものの，トレーナーの「ぎゅっ」

という声かけだけでＡ児は腰だけを動かすこと，ぐ

ぐっと止めることを意識している様子が見られた．

2）１日の変化

全体を通して，集中して取り組むことができていた．

セッション場面以外で座っている時にも，「まっすぐ

しようか」と声をかけるだけで，背中を自分でまっす

ぐすることができるようになったその時に「まっ

すぐになっている？」とトレーナーに聞いてくるよう

になり，Ａ児が姿勢を意識しているのが分かった

６．５曰目

(1)セッション中の変化

l）膝立ち位

膝立ち位での重心を移動する課題では，１セッショ

ン目にまずＡ児が１人だけですると腕でバランスを

とっているような感じがあった．トレーナーが腰を支

え，「ぎゅっ，ぎゅっ」と声をかけながら動かし，止

まる感じを味わうように援助をすると，Ａ児は少し感

じがつかめてきたようだった．２セッション目も，は

じめにＡ児が１人でした時はふらふらしてしまってい

たが，何回かトレーナーが支えて練習をすると，Ａ児

1人でもぐっと止めることができるようになってきた．

昼食の時にＡ児が「膝立ちをずっとしていると膝が痛

くなる」とトレーナーに伝えてきた．Ａ児は自分の要

望をトレーナーに伝えることができるようになってき
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中心であること，相手を受容し，相手のことをよく聴

き，共感することが必要であり，クライエントと治療

者の間に有効な人間関係ができることが癒しとなる．

さらに，クライエントが援助者を信頼し自分の気持

ちをありのままに表現できるような状況が援助者との

間に出来上がって来ることが心理治療法において欠

くことのできない必要条件である．

本研究の中でＡ児の大きな転換点となったのは，４

日目の朝の会の係の時に上手く出来ずに泣き出してし

まったことである．この時，トレーナーはただＡ児を

見守り，そばにいることしかできなかったその後，

集団活動の場面でＡ児が積極的に変わっていった結果

から，この事件によりＡ児がトレーナーを信頼し関

係が深まったのであろう．それはさらに人間関係の

深まりだけでなく，動作課題での支援を受けながらの

成功体験が，Ａ児の自信を深めていったと考えられる．

トレーナーとＡ児の関係が深まるにつれて動作課題へ

の取り組みは充実していったまた，充実した取り組

みによってＡ児に自信がついていった．Ａ児が周りの

人に積極的に関わることができるようになったのも，

Ａ児の自信はもちろんそれを後押しする筆者とＡ児

との間に関係ができていたからだといえるトレー

ナーである筆者に自分の気持ちをはっきりと伝えるこ

とができるようになるにつれて，はじめは仲介がなけ

れば周りの人と話すことができなかったＡ児が，キャ

ンプの後半には自分から積極的に周りにはたらきかけ

るようになっていったＡ児は，筆者との関係を軸に

周りに働きかけることができるようになったと考えら

れる．

8．後半（4～６曰）のＡ児の他のトレーナー，サブ

トレーナーへの接し方

４日目の最後の海水浴で，他のトレーナー達と一緒

に遊んだことをきっかけに，Ａ児はトレーナーの仲介

が無くても，自分から話しかけるようになってきた

Ａ児は一回話せるようになると少し自信がついたよう

で，声が小さくて相手に聞こえていない時も，自分か

ら近づいて再度伝えられるようになってきたまた

食事の時も自分から「食べたよ」と自信を持って周り

のトレーナーに見せに行けるようになってきた．自分

から積極的に話しかけたり，ちょっかいをかけて追い

かけたりと，他のトレーナー，サブトレーナーとの関

わりをとても楽しんでいるようだった．

９．キャンプ全体を通しての変化

セッション以外の場面で座っている時にも，トレー

ナーが「まっすぐしようか」と声をかけるだけで，自

分で背中をまっすぐすることができるようになった

また，「まっすぐなっている？」と確認するようにな

り，Ａ児は自分の姿勢を意識するようになった

食事場面では，Ａ児は初めのうちは食事を減らした

り，すぐに残したりしていたがトレーナーや周りの

トレーナーからほめられることによって食べる意欲が

湧いたようで，キャンプが進むにつれて頑張って食べ

るようになった．

また，キャンプの前半はトレーナー以外のトレー

ナー，サブトレーナーとはトレーナーの仲介が無けれ

ばなかなか話しかけることができなかったが，後半の

ほうは積極的に他のトレーナーにも話しかけていくよ

うになった．

2．ＬＤ児にとっての動作法

本児はＬＤの診断を受けており，学習につまずきが

あること等から自信がなく，日常生活に不安を抱えて

おり，特に人間関係の不安があった．このことは，本

児が猫背で背中が丸まっていたり，肩に力が入ってい

たりという身体の様子や，周りの人に話しかけたい気

持ちがあるけれど自分から話しかけることができない

といった本児の様子からもうかがうことができた

よって，今回のキャンプでは本児の自信をつけること

を大きなねらいとして取り組んだ．動作法のセッショ

ンにおいては，姿勢をまっすぐにすること，自分で力

を抜きリラックスできるようになることを意識した．

またセッション中はもちろん，食事や集団療法等の

日常生活場面全体を通しては，本児にとって無理なく

頑張れる程度の課題を設定し達成できたらしっかり

ほめ，一緒に喜びを共有することを意識したその結

果，援助がほとんど無くてもＡ児は身体を弛め，リ

ラックスできるようになり，声かけ等の少しの援助で

Ⅳ、考察

本研究では．認知的にアンバランスさを持ち，ＬＤ

と診断された対象児が，動作法のセッションの中で援

助を受けながら主体的に弛めたり動かしたりすること

で，猫背にならずにきれいな姿勢を保持できるように

なってきたそれに伴い，集団活動や食事場面で積極

的に人に関わろうとする様子が見られたこれらの変

化について，①心理療法としてのキャンプ，②ＬＤ児

にとっての動作法，の観点から以下に考察を行う．

1．心理療法としてのキャンプ

成瀬（2000）によれば，心理治療法においては，

クライエント・治療者関係がきわめて重要なものと考

えられ，そのための人間関係づくりが心理治療者の最

も大きな役割とぎれているつまり，クライエントが
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めに学研，62-63．

成瀬吾策（1987)．〈訓練キャンプ〉について心理リ

ハビリテイションキャンプ．九州大学教育学部附

属障害児臨床センター障害児臨床シンポジアム
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Ｖｏｌ２，５－７．

大野博之（Z005lSART-主導型リラクセイシヨン療

法．九州大学出版会．

齊藤万比古（20091発達障害における二次障害をど

うとらえるか齊藤万比古（編著）発達障害が引

き起こす二次障害へのケアとサポート学研，12-

３９．

佐藤|暁（1992)．動作法の適用が学習障害児の学習困

難に及ぼす効果．特殊教育学研究，２９(4)，55-59

竹下可奈子・大野博之（20021ＡＤＨＤ児への動作法
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イシヨン研究所，’12-117.

まっすぐの姿勢をとることができるようになったま

た，まっすぐの姿勢をとれるようになるにつれて，先

に述べたようにはじめは仲介がなければ周りの人と

話すことができなかったＡ児が，キャンプの後半には

自分から積極的に周りにはたらきかけるようにも変化

していった．

今回は，二次障害の原因と考えられた学習面に対し

て直接的なアプローチは行っていないが，キャンプ後，

｢動作法をして肩を弛めると字がきれいに書ける」や

｢ちょっときついと思った時は肩を上げたりしている」

のような発言が出るようになったという報告があり，

動作法の効果が日常生活にも股化していると考えられ

る．

以上より，ＬＤの診断を受け，二次障害のある本児

にとって今回の心理リハビリテイションキャンプは効

果的であったといえる．

謝辞：本稿をまとめるにあたり，報告を快く了解して

くださったＡざんとお母様に心より感謝申し上げま

す．また，キャンプ中スーパーバイザーとしてご指導

頂いた加来ざつき先生に心よりお礼申し上げます．
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